平和の福音について考えよう
著者：Werner Mischke
One New Humanity: Glory, Violence, and the Gospel of Peace からの抜粋（改編）[footnoteRef:1] [1:  Kristin Caynor and Werner Mischke, One New Humanity: Glory, Violence, and the Gospel of Peace (William Carey Publishing, 2025), 149–53.] 

Claude AI による翻訳です。誤りが含まれている可能性があります。
(Translated by Claude AI; some errors are possible.)
エペソ人への手紙は、イザヤの詩と幻から多くを汲み取っています。イザヤは、遠くにいる者と近くにいる者とを和解させる神のしもべ、平和の君の幻を示しています（「遠くにいる者」とはユダヤ人ではない諸民族の世界のこと、「近くにいる者」とは神の民、すなわちユダヤ人のことです）。それは、平和の良い知らせを告げ知らせる方の幻です。そうであれば、エペソ人への手紙における平和の福音は、聖書の物語の欠かせない一部、いや、福音の核心として理解されるべきではないでしょうか。
シュトゥールマッハー（Stuhlmacher）を引用します。
キーワードである eirene（平和）を土台として、［エペソ2:13–17は］聖書の三つの箇所、すなわちイザヤ57:19（13節と17節）、イザヤ9:5–6（14節）、イザヤ52:7（17節）を結び合わせている。これらの箇所の結び付け方は、形式において徹頭徹尾ユダヤ的である。イザヤ57:19で遠くの者と近くの者とに告げられる「平和」は、「平和の君」と呼ばれるメシア（イザヤ9:5–6）によってもたらされる。しかもメシアは、イザヤ52:7に従って、遠くの者と近くの者とに平和を告げ知らせる者として現れるのである。[footnoteRef:2] [2:  Stuhlmacher, Peter, Reconciliation, Law & Righteousness: Essays in Biblical Theology (John Vriend訳, Fortress, 1986), 234–35. Willard M. Swartley, Covenant of Peace: The Missing Peace in New Testament Theology and Ethics (Eerdmans, 2006), 200–01 からの引用。] 


	イザヤ書
	エペソ人への手紙

	57:19
	遠くの者にも近くの者にも
	2:13
	かつては遠く離れていたあなたがたも……近い者となりました

	9:5–6
	6節：ひとりの男の子が私たちに与えられる……平和の君
5節：戦場で履いたすべての履き物、血にまみれた衣服は焼かれて、火の餌食となる
	2:14
	実に、キリストこそ私たちの平和です。キリストは私たち二つのものを一つにし、ご自分の肉において、隔ての壁である敵意を打ち壊し

	52:7
	良い知らせ［福音］を伝える人の足は、山々の上にあって、なんと美しいことか。平和を告げ知らせ
	2:17
	また、キリストは来て……平和を、福音として伝えられました

	57:19
	平安あれ。遠くの者にも近くの者にも平安あれ
	2:17
	遠くにいたあなたがたに平和を、また近くにいた人々にも平和を


エペソ人への手紙2章に響くイザヤの平和の幻[footnoteRef:3] [3:  Caynor and Mischke, One New Humanity, 151 より改編。] 

パウロはエペソの人々に書き送るにあたって、イエスをキリスト、メシアである王、和解をもたらす方、平和をつくる方、そして救い主として描くために、イザヤ書に大きく依拠しています。エペソ2:13–18に見られるイザヤ書とのつながりは、新約聖書の他の箇所にも結び付いています。ローマ10:15でパウロは、よく知られているようにイザヤ52:7を引用しています。「『なんと美しいことか、良い知らせを伝える人たちの足は』と書いてあるとおりです。」ギリシア語では「良い知らせを伝える」は一語であり、「福音」の動詞形（euangelizō）です。この語はエペソ2:17と、七十人訳（旧約聖書のギリシア語訳）のイザヤ52:7に出てきます。
また、ペテロがヤッファから、ローマの百人隊長コルネリウスを訪ねた出来事を考えてみましょう。この訪問は、神が二人それぞれに与えた幻によって導かれたものでした（使徒10:1–16）。ジェニングズ（Jennings）は、コルネリウスの家でのペテロの劇的な場面を次のように想像しています。
ペテロはコルネリウスの家に入る。コルネリウスは彼の足もとにひれ伏して拝む。ペテロは彼を起こして言う。「お立ちください。私も同じ人間です。」（26節）二人は話しながら、コルネリウスの家族と親しい友人たちが待っている部屋へと向かった。舞台は整った。どうすれば世界を変えられるのか。世界をひっくり返すことなしに、どうやって正しい向きに戻せるだろうか。今や神は、そのような越境に最もふさわしい場所で、境界と隔てを越えようとしている。それは家族や親しい友人たちという身近な空間で、本来一緒にいるべきではない人々の、ひそかで禁じられた集まりの中で起こるのである。[footnoteRef:4] [4:  Jennings, Willie James, Acts: A Theological Commentary on the Bible (Westminster John Knox Press, 2017), 108. Kindle版。] 

ペテロは語り始めるとすぐに、イザヤ52:7に言及します。「神はイスラエルの子らにみことばを送り、イエス・キリストによって平和の福音を宣べ伝えられました。このイエス・キリストはすべての人の主です。」（使徒10:36）ここでも「福音」の動詞形が使われています。ギリシア語の句は euangelizomenos eirenen で、「平和を福音として伝える」、すなわち「平和の福音を宣べ伝える」という意味です。
コルネリウスの家でペテロは、平和の良い知らせを体現し、宣べ伝えています。近くにいる者と遠くにいる者とを、神とともに一つに結び合わせているのです。この平和は、個人的で私的な現実をはるかに超えるものです。ペテロが福音として伝えている平和は、神との個人的な平和であると同時に、「他者」との社会的な平和でもあります。彼は shalom（シャローム）を体現しているのです。
Shalom（שָׁלוֹם）は、イザヤ書で平和を表すヘブライ語です。この語 shalom は、イザヤ9:6、52:7、57:19に出てきます。エペソ2:13–17でパウロはイザヤ書を引用し、解き明かしています。
1. 平和の君（イザヤ9:6）とは、平和の良い知らせを伝えた（euangelizō）イエス・キリストです（エペソ2:17、イザヤ52:7）。
1. キリストは「ご自分の肉において、隔ての壁である敵意を打ち壊し」ました（エペソ2:14）。この敵意の打破は、イザヤ9:5に描かれています。「戦場で履いたすべての履き物、血にまみれた衣服は焼かれて、火の餌食となる。」キリストは十字架によって「敵意を滅ぼされ」ます（エペソ2:16）。
1. キリストは、遠くにいた人々、すなわち異邦人に平和の良い知らせを伝え、また近くにいた人々、すなわちユダヤ人にも平和を伝えました（エペソ2:17、イザヤ57:19）。
使徒の働き10章とエペソ2章が、イザヤの shalom とこのように結び付いていることには、大きな意味があります。アメリカのキリスト教の伝統では、聖書の言う平和とは、通常、個人が神との間に持つ私的で霊的な平安を指します。1953年に初版が出たビリー・グラハム（Billy Graham）の有名な著書 Peace With God（『神との平和』）を考えてみてください。この本は、個人が神と和解する必要性を正しく強調しています。この本は「危機にある世界において、真の個人的な平安へと至る道、唯一の道を指し示す」ものです。[footnoteRef:5]「真の個人的な平安」という表現は注目に値します。グラハムは、エペソ2章の豊かな神学に一切触れていません。エペソ2章が示す神との平和には、キリストを通して、遠く離れた「他者」や敵対する「他者」との平和と和解も含まれているのです。 [5:  Graham, Billy, Peace with God: The Secret of Happiness (W Publishing Group, Thomas Nelson傘下, 1984), x. 強調は原文による。] 

Peace With God の中でグラハムは、エペソ2:12–13には確かに言及しており、個人的な和解において神が私たちをご自分に近づけてくださることについて述べています。[footnoteRef:6] しかし彼は、キリストが社会的に平和をつくられることを語る節を取り上げていません。たとえば次のような節です。「実に、キリストこそ私たちの平和です。キリストは私たち二つのものを一つにし、ご自分の肉において、隔ての壁である敵意を打ち壊し……こうしてキリストは、この二つをご自分において新しい一人の人に造り上げて平和を実現し、二つのものを一つのからだとして、十字架によって神と和解させ、敵意を十字架によって滅ぼされました。また、キリスト［イエス］は来て、遠くにいたあなたがたに平和を、また近くにいた人々にも平和を、福音として伝えられました。」（2:14–17） [6:  Graham, 120.] 

話し合いのために
1. エペソ2:17の語 euangelizō について考えてみましょう。これは「平和を福音として伝えた」、あるいは「平和の福音を宣べ伝えた」という意味です。「福音」の動詞形です。「福音」という語は、ほとんどの英語訳聖書には訳出されていません。どう思いますか。
1. 「……十字架によって……敵意を……滅ぼされました」（エペソ2:16）。このことは、和解の神学と実践にとって、すなわち、縦にも（エペソ2:8–9、13）横にも和解をもたらす福音を体現することにとって、どのような意味を持つでしょうか。
1. キリストは私たちの平和です。キリストは平和をつくられます。キリストは平和を宣べ伝えられます（エペソ2:14、15、17）。これを私たちの福音の教えの中に取り入れるにあたって、どのような課題があるでしょうか。
